会議の概要
	会議の名称
	令和６年度　第３回　津島市子ども・子育て会議

	開催日時
	令和６年11月22日（金）　午前10時00分から

	開催場所
	津島市生涯学習センター　第６会議室

	議題
	１　開会
２　議事
（１）第３期津島市子ども・子育て支援事業計画について
３　閉会

	会議資料
	（事前配布資料）
第３期津島市子ども子育て支援事業計画【素案】（資料１）
（当日配布資料）
・次第
・配席図
・幼稚園・保育所等確保方策等児童数推移表（資料２）

	公開・非公開の別
	公開

	傍聴人の数

（公開した場合）
	０人

	出席委員
（敬称略）
	渡辺　 桜　　　渡辺　雅樹　　猪飼　真里　　浅井　純子
山田　雄司　　伊藤　雅道　　花野　美和　　神野美智子　　
佐藤　容子　　田中　和夫　　平賀　美紅　　横山　亜矢子　　

	欠席委員
（敬称略）
	桑山　久恵　　濱島　達代　　宇治谷祐司　　岡本　厚子
星野　武史　　澤村　知伸


議事内容
	１　開会
	・開会
・資料確認

	２　議題
	（１）第３期津島市子ども子育て支援事業計画について

	事務局
	　資料１に沿って内容説明　

	委　員
	69ページの「⑱家庭教育の推進」について、色々なことを鑑みると、「小学校の保護者を中心に」と書いてありますが、自己肯定感を高めるといったことを考えると、乳幼児期から家庭教育を保護者の方に学んでいっていただいた方が、今後も色々な問題が回避できるのかなと考えられます。
育休中の方もいらっしゃるような時期の方が、皆さんも出やすいということもありますので、「小学校の保護者を中心に」というよりかは、もう少し下の世代の方から家庭教育の推進を図っていただきたいと思っています。
また、日本版ＤＢＳが施行されるということもありますので、防犯のところで、子どもたちに防犯教育をするということはもちろんですが、被害にあわないようなかたちというところもこの中に組み込めたらと思いました。

	事務局
	ご意見ありがとうございます。
家庭教育の推進について、こちらでは小学生以上の、就学児を想定した事業というかたちになっていますが、今、乳幼児期の方も含めた家庭教育の推進に力を入れてはどうかというご意見もいただきましたので、一度庁内でも話をして、どういったかたちで記載できるのかを検討したいと思っております。
子どもの安全安心を保障する取組の中で、日本版ＤＢＳということで、子どもに関わる方たちに対する性虐待等の問題もございますので、そういった対策ということで取り入れられるものではありますが、ここも先ほどと同様、庁内で話をして、どういったかたちで盛り込めるのかということについて検討してまいります。

	会長
	家庭教育については、恐らく愛知県教育委員会の、昨年度までは生涯学習課、今年度からはあいちの学び推進課というところは、乳幼児期からの家庭教育の推進をしているかと思いますので、例えばそちらとの棲み分けではないですが、連携なのか、そこを参考にして津島もここを強化しよう、というような形でも盛り込めるのかなと、今お聞きしていて思いました。

	委　員
	以前、この会議の中でも少し話をさせていただいたところですが、ＳＮＳやスマートフォンの使い方のところで、子どもの安全安心を保障する取組のところなど、色々わたるところはあろうかと思いますが、今、児童相談所などで日々勤務している中で、やはり子どもがスマートフォンを利用していく中で、見ず知らずの人と繫がって遠くに行ってしまったり、色々な性的な被害を受けたりというケースが非常にたくさんあります。
ゲーム依存やYouTubeがどうしてもやめられなくて、朝起きられなくて学校にいけない等、そういうお子さんが非常にたくさんいるので、当然津島に限らないというところで、今まで、例えば10年前、20年前はこういった問題はほぼなかったかと思いますが、スマートフォン等の普及率がこれだけ高くなっているというところで、その辺りの啓発は非常に重要かと思います。
実施主体が学校教育のところなのか、健康推進課なのかは判断できないところではありますが、何かしら盛り込んでいただくと良いかなと思いますし、一定程度、既に実施されているのかとも思いますので、そのあたりを踏まえて記載していただけると良いと思いました。
話が変わりますが、新規の事業について、赤字で書いているものは基本的に新規事業であると説明いただいたかと思います。
非常に幅広で、お金の支出が伴うような事業もかなり記載があり、非常にしっかりと取り組んでいただけるなと、この部分については非常にありがたいなという思いです。

	事務局
	ありがとうございます。
今ご提案いただいたＳＮＳを子ども達が使って朝起きられないという問題については、依存も含め大きな問題で、私の子どもも小学生で、実際YouTube等をよく見て、夜寝るのが遅くなっているということもございますので、そういったところの対策についても関係各課に照会をかけながら盛りこめられればと考えております。

	会長
	以前、ＳＮＳやゲーム依存について研修をやったことがあり、このことについて勉強しました。
ＳＮＳやゲーム依存になって、親が困ってストップをかけ始めるのが小学校高学年からになります。
それが、中学に入って、テストの点数が出て、高校入試が来て、というところでストップするのですが、実はこのＳＮＳ依存は乳幼児期からスタートしており、その頃は実は困っていない、どちらかというと、泣くのが困るからスマホやタブレットを渡して収める。その時には困らないので止めません。
そのまま、今度親が困ったときに時間を制限しても、もう依存していると、本当に歯止めが利かなくなり、小・中の高学年でストップをかけられて自殺未遂をしたというお子さんもいるくらいのことになっています。
そのため、小学校では遅いだろうと私はすごく思っています。
子育て講座をして、よく「うちの子はスマホを上手に使ってYouTubeを見れるから天才と思いませんか？」と聞くと、母親たちは結構にこっとされるのですが、それは非常に怖いことで、全然双方向のやり取りではないので、乳幼児保育の専門家からすると、非常に怖く、無表情で、感情のコントロールが効かない子がどんどん増やしていくという、とても大きな問題だと聞いていて思いました。
本当に重要な点だと思うので、ぜひ盛り込んでいただけたらと思います。
53ページの「子育て世帯訪問支援事業」について、「ヤングケアラーなどがいる家庭」とありますが、ヤングケアラーはもう把握されているのでしょうか。
どれくらいいるのか、もしくはどう把握するのかを教えていただけますでしょうか。

	事務局
	ヤングケアラーが実際に何名いらっしゃるのかは、まだ津島市としては把握しておりません。予算的なこともありますが、来年、ヤングケアラーの実態調査ができればと考えております。
今年度、虐待通告が何件か来ているのですが、その中で、ネグレクトなのか、そうではなく、例えば小さいきょうだいをお世話して学校に来られないという、先ほどの話にもあったヤングケアラーなのかということで、児童相談所とやり取りしながら、その家庭に対応したという件数は、数字的にははっきりとしておりませんが７件程度ありますので、皆さんの「ヤングケアラー」ということの周知もその数に影響していると思います。
中学校の先生、小学校の先生が、ヤングケアラーではないかということで、こちらに連絡をしていただいたということは増えてきてはおります。

	委員長
	ありがとうございます。
ヤングケアラーは非常に見えづらいところで、本人も小さいときから当たり前のように家族のお世話をしていたり、もしかすると父親や母親のお世話をしていたり、ということになると、当たり前のことだとそれを声に出しては出来ないのかと思うと、小中学生であれば、学校の先生が、友だちと遊んでいるところを見ない、ネグレクトなのではないか、洋服がきれいな状態が保たれていないというところでキャッチしやすいのはそこなのではと思うと、学校との連携が非常に重要になってくるのではと思います。
国の方からも把握しろと出ていますが、把握しろと言われてもどうやって把握するのかというと、色々な部署との連携が非常に重要になるとではと思いました。
75ページについて、昨年度こども家庭庁が発足して、こどもの意見を聞きましょうというところで降りてきています。
各自治体で本当に色々な工夫をしてこどもの意見を集めているところかと思いますが、このこどもの意見の尊重のところで、「子育てイベント等」や、「各小中学校で児童会や生徒会が中心となり」とありますが、そのターゲット層は恐らく、もしかするとそんなに生活に困窮していなくて、困り感が少なくて自分で意見が言える人たちなのかなと思うと、では不登校の子や外国籍のお子さん、生活困窮のお子さんの生の声を聞くためにはどうしたらよいのかと色々と思うのですが、そういう人たちの声も聴く必要があるというのは、もしかすると命にかかわってくるところや、より津島市で住みやすいということのきっかけになると思うのですが、いかがでしょうか。

	事務局
	ありがとうございます。
今ご意見のあった、不登校のお子さん、貧困世帯、外国籍の方たちに対する意見聴取に関しては、こども家庭センターのほうでは、そういった支援が必要な世帯の把握に努め、そこに関して関係機関と連携して支援していくということを行っていますので、学校からの通報や病院からの通報など、色々な通報手段もあるかと思いますが、そういった横の連携を深めることによって、こういった世帯の方々を少しでも支援をしていくという取組を現在もやっている所ではありますが、深めていければと思っております。

	委員長
	今後、こども条例等が策定されていく時にも、実際されているのは分かっていますが、75ページのここだけを見ると、声をあげづらい人に対してはどうなんだろうということを思う方もいるのかなと思います。
私も他の会議で、お子さんが不登校の委員の方がいらっしゃって、その方がたくさん発言されます。いつも、そうだよね、置いてけぼりにしてはいけないよね、と思っていましたので、発言させていただきました。
100ページの今後の取組の「５歳児健診の実施」も非常に重要だと思いました。
色々な支援を要するお子さんに対して、専門機関にしっかりつないでいきたい時に、保護者の理解や障害受容はとても難しい部分があるので、こういうものがあって色々なクッションを踏んでいくのが良いかと思いました。
102ページの「父親支援」で、私の友人がこの父親支援の研究をしていて、父親の難しさは、今たくさんイベントを実施して、父親も非常に関心があって参加するのですが、母親のように繫がることができないんですね。
母親はすぐにＬＩＮＥやインスタグラムを繫がれるんですけど、父親は参加してもそこで終わってしまう、切れてしまうという課題があります。
そこの先行事例として、岐阜県垂井町で支援を要するお子さんの父親を対象にしたものではあったのですが、父親が主体になって繫がっていけるようにということで、プラレールが得意な方が多いので、垂井町中のプラレールを集めてきて、体育館の中で、父親同士がそれを組み合わせて、子どもは保育士に預けて別室で楽しく遊んでいて、父親たちが協力して力を合わせて出来上がったプラレールのところに子どもが来て遊んでいく。
それを見ている間、父親はコミュニケーションを取って、繫がっていく人と、やはりあまり関わらない、話しかけないという父親もいたので難しいのですが、でもそれは一つアクションを起こすということでは意味があるのかなと思います。
単発のイベントを実施することと、何か継続して父親同士のつながりを作っていくという仕掛けは大事なのかなと思います。
ちなみにその時、母親は別室でアクセサリー作りを楽しんで、お茶をするなど、母親だけの時間をという素敵なイベントがありました。
それはずっと継続してやっているということなので、何か津島市独自のものがそういうところでもできてくると面白いのかなと思いました。

	委　員
	子どもを預かる現場として、57ページにあるこども誰でも通園制度に興味があるという言い方はおかしいですが、現場としてどういう対応ができるかというと、やはり、まずは預かるうえで一番大切なのはスタッフのきちっとした配置が大事だと思うので、その辺りも合わせてやっていかなければならないだろうと思うし、また今回の事業計画の中で色々な項目がたくさんありますが、やはりこの内容として実施するのはすべて同じレールではないと思います。
やはり重点的に、人が必要なところもあるだろうし、スタッフが多く必要な部分もあると思うので、ぜひともこれは、津島市として重点的に必要なところはそれだけの人を配置して、きちっとした事業としてやっていってほしいと思います。
それぞれの課でお立場があるかと思いますが、必要な人、必要なお金をきちんと担保していただき、より細かな部分までサポートできるような体制を整えていただければと思います。

	委員長
	ありがとうございます。
今、人の配置のところ、特に保育現場は本当に人がいない中でどうやって配置していくのか、もちろん預けられる時にこういうサービスを受けられるのは望ましいですが、それをどれだけ保証できるのかというところを現実的に考えていかなくてはならないというところと、重点的に取り組むというところに対する優先順位をどのように考えていくのかということを、この計画の中に明確にしていく必要があるかと思います。
また、それは他部署との連携というところになってくるのではと思いました

	事務局
	こども誰でも通園制度ですが、国の方は保護者から見た視点やこどもから見た視点というかたちではよく話があるのですが、では実際保育の現場の視点について、試行事業等をやっている中で、やはり色々なところからこの預かり先から話が出ていますので、それを踏まえた事業設計がなされるものと考えておりますし、当市としてもどういう形で行っていくのかについては、これから保育の実施先等、話をしながら進めていきたいと思っております。
どうしてもこの計画が、あくまで量の見込みについて、量をどのように確保していくのかということが主体になっている計画になっております。
全国的には量の確保ができていない、待機があるところがあるというところを前提とした計画になっておりますので、当市としては量の確保が満たされているという形になっております。
今後は質を高めていくという形のところを、事業実績の報告等をしながら、どのように質を高めていくのかを検討していけたらと考えております。

	事務局
	・今回の議事録は後日郵送
・パブリックコメント：令和６年12月24日～令和７年１月23日

・次回：第４回子ども・子育て会議は２月頃を予定

	３　閉会
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